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大阪大学に「日本ゼオン・カーボンニュートラル先進触媒共同研究講座」を開設 
～カーボンニュートラル実現の鍵となる先進触媒技術の共同研究が始動～ 

 

日本ゼオン株式会社 

 

日本ゼオン株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：豊嶋 哲也、以下「当社」）と国立大学法人

大阪大学（総長：西尾 章治郎、以下「大阪大学」）は、202３年７月１日、大阪大学大学院基礎工学研究科に共

同研究講座（講座名：日本ゼオン・カーボンニュートラル先進触媒共同研究講座）を開設いたしました。 本研究

講座では、次世代型化学プロセスを支える先進的な触媒技術の研究開発を行うことで、カーボンニュートラルを

実現する「ものづくり」を推進していきます。大阪大学との共同研究講座を開設するのは、当社としては初めてとな

ります。 

 

カーボンニュートラルの実現に向け、化学工業ではエネルギー・資源の大量消費を伴う従来型の生産プロセス

から脱却し、低エネルギー・低環境負荷型の化学プロセスを構築することが求められています。その中で、物質の

変換を担う「触媒」は、持続可能な次世代型化学プロセスを支える中核技術であり、高機能性触媒の開発に対す

る社会要請はますます強くなっています。 

このたび開設された「日本ゼオン・カーボンニュートラル先進触媒共同研究講座（以下、共同研究講座）」は、

独自のポリマー開発技術を有する当社と、最先端の触媒開発技術を有する大阪大学が手を携え、カーボンニュー

トラルの実現に向けた先進触媒技術の開発により「社会との共創」を進めることを目的としています。また、共同研

究の場を大阪大学内に設けることで、当社の基礎研究力の向上、共同研究の加速、人財育成などの相乗効果を

得ることも狙いとしています。 

 

当社では、中期経営計画の全社戦略として『カーボンニュートラルとサーキュラーエコノミーを実現する「ものづ

くり」への転換を推進する』を掲げ、２０３０年の目標として CO２排出量 50%削減※1 の実現を目指しています。本

共同研究講座より生み出される技術や知見は、当社のカーボンニュートラル実現に向けた施策への寄与だけでな

く、当社の研究開発の特長である「独創的な技術」に更なるイノベーションをもたらすものとして期待されます。 

当社は大阪大学とともに、カーボンニュートラルに対して積極的に取り組み、「持続可能な地球」と「安心で快

適な人々のくらし」に貢献してまいります。 

 
※1 ２０３０年に CO２排出量 50%削減： 2019 年度比。日本ゼオン単体の Scope1+2 を対象とする。 

 

【共同研究講座の概要】 

１, 名称 日本ゼオン・カーボンニュートラル先進触媒共同研究講座 

2, 所在地 大阪大学大学院 基礎工学研究科 D 棟 （大阪府豊中市） 

3, 設置期間 2023 年 7 月 1 日～ 2026 年 6 月 30 日 

4, 研究体制 
 （研究代表者名） 

満留 敬人   （大阪大学大学院 基礎工学研究科・准教授） 

谷地 義秀   （日本ゼオン 総合開発センター カーボンニュートラル研究開発推進室 室長） 

小野 健太郎 （日本ゼオン 総合開発センター チームリーダー）   
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【研究課題】 

ポリマー改質触媒技術の開発に向けて、ナノ、オングストロームスケールでの触媒活性種となる金属ナノ粒子の

形状制御、金属の複合化・合金化、界面制御など様々な精密構造制御を行い、次世代型ナノ触媒の開発を行う

予定です。 

 

【両者の役割】 

〈大阪大学〉 

新触媒の開発・評価、及び種々の分光学的手法に基づく構造解析を行い、真の触媒活性種の特定とその触媒

活性発現メカニズムを明らかにします。 

〈日本ゼオン〉 

スケールアップに向けた触媒の改良、反応条件の最適化、及び、耐久性の評価を行い、触媒化学の学理に基づ

いた、従来触媒の延長線上にない高性能触媒の設計・開発を行い、社会実装を目指します。 

 

   

 
 

※共同研究講座が開設された大阪大学基礎工学部棟（豊中キャンパス） 
 

以 上 

 

本件に関するお問い合せ先 

日本ゼオン株式会社 コーポレートサステナビリティ統括部門 広報室  電話：03-3216-2747 

 


